
求められる人材像：
○変革の構想、技術の開発・運用、セキュリティ、現場実装など役割別に整理し、必要能力と活躍の場を具
体化する必要がある。AI時代には、業務を理解し、組織・事業の変革を主導する力が重要。

○技術知識に加え、構想力、問いを立てる力、論理的思考、言語化、意思決定、マネジメント等も重視すべ
き。本来業務の専門性にデジタル・セキュリティ能力を加える視点が必要。

必要なスキルセットと人材育成の在り方：
○目指す姿を構想し、論理的に考え、言語化し、人やAIに伝える能力が必要。人文社会科学の知識、マネジ
メント、倫理、論理的思考を組み合わせることでAIを適切に活用できる。

○AIで組織・事業変革を実現した実践事例を類型化・知識化し、教材として共有することで、速やかに多く
の人がキャッチアップできる環境を整備する必要がある。

スキルの可視化と活躍機会の創出：
○スキル・資格を可視化するだけでなく、処遇、雇用、配置、実務経験、キャリア形成に結び付ける。地方
や自治体の人材不足も踏まえ、学び直しの成果を就労につなげる仕組みを強化する必要がある。

○国際競争力の向上や産業界のニーズとのマッチングに資する人材像、役割、必要な能力及び活躍の場など
を踏まえ、質的な観点も含めた検討が必要である。

今後の目標設定：
○デジタル人材230万人育成目標は達成したが、成果の質的評価は不十分。今後は、社会・産業のニーズを
踏まえ、変革やイノベーションにつながる人材像・スキルを明確化する必要がある。

○受講者数や資格取得者数等の量的指標だけでなく、育成した人材が生み出す変革やイノベーション等の成
果を重視する必要がある。
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